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目 的

リバースエンジニアリングでの製品開発プロ
セスの研究

ワイヤー式ポータブル3次元形状測定機の応用

計測データのCAD/CAE/CAMへの応用

内 容
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リバースエンジニアリング
一般の製造手順とは逆（リバース）に、完成品を分解・分析してその仕
組み、構造、性能を調べ、新製品に取り入れる手法。ＲＥと略記される。
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ワイヤー式ポータブル三次元座標測定機

5

目印の貼り付け

測定機プロセス
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座標の測定
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測定結果
• 計測点の座標データ（ptファイル）

をHyperCADに入力

以下省略 8

モデリング

• ワイヤーフレームモデル • サーフェースモデル
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CAE/CAMへの応用

FEMメッシュ（MSC.Marc） NC加工（MasterCAM）

IEGSデータ
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今後の課題

• モデルの精度の向上

• 有限要素法解析・評価

• 金型の設計、試作


